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Ⅰ 

 

 はじめに 

 

                   

 

 蕨市教育委員会では、教育基本法第17条第２項の規定に基づき、平成27年に蕨市教育

振興基本計画、令和２年に第２期蕨市教育振興基本計画（以下「第２期計画」という。）を

策定し、「生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育」を基本理念のもと、さまざ

まな施策に取り組んでまいりました。令和６年度で、この第２期計画が終了することから、

本市の今後５年間の教育に関する基本的な計画として、令和７年度を初年度とする、第３

期蕨市教育振興基本計画を策定します。 

現在、我が国では、少子高齢化やグローバル化、更なる技術革新の進展に加え、一人ひ

とりの価値観や文化、ライフスタイルの多様化などにより、社会が複雑化しています。さ

らに、経済・雇用の格差、貧困や紛争、環境に関する地球規模の問題など、多くの課題に

直面しています。 

 このような社会の急激な変化に対応し、課題を改善・解決していくために、教育の果た

す役割はこれまで以上に重要になっています。こうした中、国において令和５年に第４期

教育振興基本計画が策定され、また、埼玉県においても令和６年に第４期埼玉県教育振興

基本計画が策定されました。どちらの計画においても、未来に向かって生きる力の育成や、

生涯にわたる学びを推進するといった目標が掲げられ、社会全体が一体となり教育を振興

することが示されています。 

また、蕨市では、平成26年度から、計画期間を10年間とする最上位計画「コンパクト

シティ蕨」将来ビジョンの下でまちづくりを進めており、令和６年３月にはその後継とな

る「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡを策定しました。この中でも、子供たちの未来

が輝くための教育や市民一人ひとりの生涯学習についての中核となる部分が示されていま

す。 

 蕨市教育委員会では、これらの計画と同様に、教育を取り巻く社会の動向を踏まえ、市

の目指すべき教育の姿と、取り組むべき施策の方向性を明らかにし、教育行政を計画的に

推進するため、第３期蕨市教育振興基本計画を策定することとしました。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 
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（1）国の教育振興基本計画 

 第４期教育振興基本計画（令和5年度～令和9年度） 

 

国においては、平成20年度の第１期、25年度の第２期計画、30年度の第３期計画に引

き続き、令和５年６月に「第４期教育振興基本計画」が閣議決定されました。 

この第４期計画は、「ＶＵＣＡ」の時代の到来、社会の現状や変化、2040年（令和22

年）以降も見据えた課題を踏まえながら、社会を展望した教育政策の全体の方向性や目標、

基本的な方針を示したものです。 

 

～2040年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成～ 

◆将来の予測が困難な時代において、自らが社会の創り手となり、持続可能な社会を維

持・発展させていく 

◆社会課題の解決を、イノベーションにつなげる取組や、一人一人の生産性向上等によ

る、活力ある社会の実現に向けて「人への投資」が必要 

 ◆Society5.0で活躍する、主体性、リーダーシップ、創造力、課題発見・解決力、論理

的思考力、表現力、チームワークなどを備えた人材の育成 

 

～日本社会に根差したウェルビーイングの向上～ 

 ◆多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域や社会が幸せや豊かさ

を感じられるものとなるための教育の在り方 

 ◆幸福感、学校や地域でのつながり、利他性、協働性、自己肯定感、自己実現等が含ま

れ、協調的幸福と獲得的幸福のバランスを重視 

 ◆日本発の調和と協調（Balance and Harmony）に基づくウェルビーイングを発信 

 

～今後の教育政策に関する基本的な方針～ 

＜方針１＞グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 
 

＜方針２＞誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた

教育の推進 

＜方針３＞地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 
 

＜方針４＞教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 
 

＜方針５＞計画の実効性確保のための基盤整備・対話 

 第３期蕨市教育振興基本計画は、国の第４期教育振興基本計画を参酌しています。 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・VUCA ・Society5.0 ・ウェルビーイング ・デジタルトランスフォーメーション（DX） 
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（2）埼玉県の教育振興基本計画 

第４期埼玉県教育振興基本計画（令和６年度～令和10年度） 

 

 埼玉県においては、平成21年度の第１期、26年度の第２期、令和元年度の第３期計画

に引き続き、令和６年7月に「第４期埼玉県教育振興基本計画」が策定されました。 

第４期計画は､教育を取り巻く社会の動向や第３期計画の成果と課題などとともに､埼玉

県５か年計画や埼玉教育の振興に関する大綱、国の第４期教育振興基本計画も踏まえなが

ら､中長期的な視点に立って､5年間に取り組む教育の目標と施策の体系を示したものです。 

 

【第４期埼玉県教育振興基本計画の基本理念】 

 

 

 

 

 

【計画全体に共通する２つの視点】 
 

◆誰一人取り残されない共生社会の実現に向けた教育の推進 
 

 ◆教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 

 

【第４期埼玉県教育振興基本計画の目標】 
 

＜目標Ⅰ＞確かな学力の育成      ＜目標Ⅱ＞豊かな心の育成 
 

＜目標Ⅲ＞健やかな体の育成      ＜目標Ⅳ＞自立する力の育成 
 

＜目標Ⅴ＞多様なニーズに対応した教育の推進 
 

＜目標Ⅵ＞質の高い学校教育のための環境の充実 
 

＜目標Ⅶ＞家庭・地域の教育力の向上  ＜目標Ⅷ＞生涯にわたる学びの推進 
 

＜目標Ⅸ＞文化芸術の振興       ＜目標Ⅹ＞スポーツの推進 

 

 

 

 

 

 第３期蕨市教育振興基本計画は、埼玉県の第４期教育振興基本計画も参酌しています。 

豊かな学びで 未来を拓
ひら

く埼玉教育 
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蕨市では、平成26年３月に、市の最上位計画として、平成26年度から10年間を計画期

間とした「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョン」を策定しました。この「『コンパクトシ

ティ蕨』将来ビジョン」が令和５年度で計画期間を終えることから、社会経済情勢等の大

きな変革が進むなかで、新たな時代に対応し、未来を展望するための新たなビジョンとし

て、令和６年３月には「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョンⅡ」を策定しました。 

 この中では、計画期間におけるまちづくりについて、「目指すまちのビジョン」を掲げ、

それを実現するための7つの「分野別の目指す姿」と4つの「まちづくりの重点方向」を示

しています。 

 まちの将来像の実現に向けた取り組みを体系的に示した基本計画の中のテーマ別計画は、

これら７つの行政分野ごとに、テーマや施策などを体系的に整理し、蕨市が目指すべき基

本的な方向性などを表したものとなっており、特に、次の3点 

（2）「豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち」 

（4）「にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち」 

（6）「一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち」 

のテーマ別計画については、「蕨市の教育の目指すべき姿」の中核をなす部分となっていま

す。 

 

 

 

まちづくりの重点方向（重点的に推進する取り組み） 

 

 

 

（1）安全で安心して暮らせるまち 

（2）豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 

（3）みんなにあたたかく健康に生活できるまち 

（4）にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 

（5）環境にやさしく快適で過ごしやすいまち 

（6）一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち 

（7）市民と市がともに力を発揮して創る自立したまち 

 

【参考】「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡより    

目指すまちのビジョン 

安心・にぎわい・未来 

みんなで創る みんなにあたたかい みんなのまち蕨 

基
本
計
画 

分野別の目指す姿 
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【目指すまちのビジョン】 

 多くの人が生活を営む場である蕨市のまちづくりには、だれもが安全で安心して暮らせ

ること、蕨らしさを生かしたまちの活力を感じられること、まちの未来につながる子ども

たちを大切にしていくことが、何より求められます。 

また、これまで蕨市では、市民と市民、市民と行政とがお互いに協力し合うまちづくり

が長く進められてきており、今もまちの魅力を高めるさまざまな地域活動が、市民自らの

手で活発に行われていることは、このまちにとって、とても大きな財産であり強みです。 

 これからも、蕨市では、みんなでこのまちをより良くするために力を合わせ、だれもが

人のあたたかさ、まちのあたたかさ、コミュニティのあたたかさを感じられる、みんなが

愛着を持てるわがまち蕨を目指して、住みやすいまちづくりを進めていきます。 

 

 

【分野別の目指す姿】 

(2)豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち 
 
将来を担う子どもたちと子育て世代の市民のために、地域と連携しながら、多様なニーズに応じ 

た子育てを応援する環境をつくるとともに、妊娠期からの切れ目のない支援に取り組むことにより、 

安心して子どもを産み育てることができるまちを目指します。 

また、一人ひとりの個性を尊重し、生きる力を育む学校教育を展開するとともに、家庭・学校・ 

地域の連携を進め、子どもたちが健やかに学び、育つ環境を整えていきます。あわせて、学習と活 

躍の場の提供を通じて広い視野と自立心を持つ青少年を育てることにより、子どもたちの未来が輝 

くまちを目指します。 

 

(4)にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち 
 
市民一人ひとりが生涯を通じて学び、交流の輪が広げられるよう、さまざまな活動機会の提供や 

団体の育成支援などに努めていくとともに、市民の自主的な文化・芸術活動の支援とその活用・創 

出の環境を整えることにより、地域に根ざした多彩な文化が薫るまちを目指します。 

更に、市民のだれもがスポーツやレクリエーションを楽しめるよう、推進体制の整備や施設の利 

便性の向上を図り、いつまでも元気に活動できるまちを目指します。 

 

(6)一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち 
 
市民による自主的なまちづくり活動を更に活性化していくため､地域コミュニティと､各種団体・ 

ＮＰＯなどによる市民活動を支援するとともに、これらを有機的にネットワーク化し、お互いの顔 

が見える安心感に満ちた、笑顔があふれるまちを目指します。 

また、ますます重要となっている人権や平和、外国人住民の増加により一層必要となる多文化共 

生、また国際交流や男女共同参画などについてさまざまな機会を捉えての学習や実践を促すことに 

より、市民一人ひとりが尊重される、心でつなぐまちを目指します。 

 

（「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡより一部抜粋） 
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○本計画は、教育基本法第17条第２項に基づき、蕨市の実情に応じた教育の振興のため

の施策に関する基本的な計画です。 

 

○国の第４期教育振興基本計画及び埼玉県の第４期埼玉県教育振興基本計画を参酌し、

策定するものです。 

 

○蕨市の最上位計画である、「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡとの整合を図りつつ、

教育委員会の所管する事業のみを対象とした、教育分野の個別計画です。 

 

○本計画は、蕨市の教育における最上位計画の位置づけを有し、教育に関する諸計画と 

の整合を図るよう策定するものです。 

 

  ≪計画のイメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

本計画は、令和７年度から11年度までの５年間を計画期間とします。 

なお、上位計画である「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡの進捗状況を踏まえなが

ら、教育を取り巻く社会状況等の変化に対応するため、必要に応じ、適宜計画の見直しを

行うこととします。 

 

第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画 

【
文
部
科
学
省
】 

第
４
期
埼
玉
県
教
育
振
興
基
本
計
画 

【
埼
玉
県
】 

 

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョンⅡ 

各分野別計画など 

参
酌 

参
酌 

整合 

整合 
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第２期計画では、「生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育」を基本理念に、「確

かな学力と豊かな人間性をもち たくましく生きる子供の育成」と「交流の輪を広げる 生

涯を通じた学びの支援」を基本方針として掲げました。それらを踏まえた３つの基本目標

の下、11の施策と36の主な取り組みを設定し、さまざまな事業に取り組んできました。 

また、教育委員会では、毎年、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、

事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行い、その結果を事務事業点検評価結果

報告書として議会に提出するとともに、公表することとしています。 

 ここでは、現状や事務事業点検評価の結果を踏まえて、第２期計画の各基本目標の代表

的な事業や、課題が残されている事業などを取り上げ、その主な成果と課題を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

蕨市では、令和２年度より、小・中学校の全児童生徒にパソコン端末を１人１台配備し

ました。また、教員のＩＣＴ活用能力を育成し、指導に活かすために、ＩＣＴ支援員の配

置やＩＣＴワーキンググループ協議会の設立、教職員ポータルサイトの開設などを行って

います。 

また、平成28年度に開設し、平成30年度の中央小学校１階への移転により機能を拡充

した教育センターも、学校教育の充実に大きな役割を果たしています。教育相談、適応指

導、外国人児童・生徒に対する日本語指導を行うとともに、教職員一人ひとりの資質・指

導力の向上を図ろうと、計画的・継続的な教職員研修を実施しています。 

こうした取り組みなどの成果が結果としてあらわれており、令和６年度全国学力・学習

状況調査や埼玉県学力・学習状況調査では、特に中学校において、正答率の平均が、全国

及び埼玉県の平均を上回るとともに、対象の全学年において昨年度より学びの伸びが見ら

れる良好な結果となりました。小学校においては、平均に達していない教科や領域もあっ

たため、結果に反映できるよう改善していくことが、次の課題であると考えています。 

 

＜事務事業点検評価＞ 
 
蕨市の点検評価では、蕨市教育振興基本計画の「施策の展開・主な取り組み」の中から、20 

程度の事業を選定し、前年度に実施した事業の取り組み状況及び成果、課題、今後の取り組みを 

踏まえ、実施しています。評価に当たっては、学識経験を有する方などを外部評価委員とし、施 

策についての評価をいただくとともに、さまざまなご意見、ご助言をいただいています。 
 

評価について…各事業の目標が｢達成されている｣をＡ、｢どちらかというと達成されている｣をＢ、 

「どちらかというと達成されていない」をＣ、「達成されていない」をＤとする、 

４段階評価を実施 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・ＩＣＴ ・全国学力・学習状況調査 ・埼玉県学力・学習状況調査 

 



第1 章【総論】 

9 

 

【図表】学力に関する調査結果（正答率：％） 

●令和６年度 全国学力･学習状況調査 蕨市教育委員会 調査結果概要 

小学校  中学校 

調査科目 蕨市 埼玉県 全国  調査科目 蕨市 埼玉県 全国 

国語 69 69 67.7  国語 60 59 58.1 

算数 65 64 63.4  数学 55 53 52.5 

 
 
●令和６年度 埼玉県学力・学習状況調査結果 

 

小学校4年生  小学校5年生  小学校6年生 

教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県 

国語 52.2 51.9  国語 58.3 56.9  国語 58.9 56.7 

算数 61.0 62.6  算数 55.4 53.5  算数 53.0 50.9 
 

中学校1年生  中学校2年生  中学校3年生 

教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県  教科 蕨市 埼玉県 

国語 60.3 59.9  国語 63.5 60.3  国語 69.1 66.4 

数学 55.3 53.5  数学 50.5 48.8  数学 61.1 57.5 

    英語 65.7 61.9  英語 59.2 54.6 

  
     

【参考】令和２年度から令和６年度までの事務事業点検評価における評価結果（基本目標①に関する事業） 

施  策 施策の展開・主な取り組み 事 業 名 
外部委員評価/担当課評価（年度） 

R6 R5 R4 R3 R2 

１ 教育内容の充実 １ 自ら学び自ら考える 

      児童・生徒の育成 

学校図書館 

教育支援員事業 
A/A A/A A/A A/A B/B 

２ 蕨らしい魅力ある 

        教育活動の展開 

少人数学級推進事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

４ 学校給食の充実 食育の推進事業 
(地元農産物を活用し

た給食の提供及び生産
者との交流給食) 

    A/A 

食育の推進事業 
(学校訪問栄養指導) 

   B/B  

食育の推進事業 

 
A/A A/A A/A   

５ 特別支援教育の充実 特別支援員配置事業 

 
A/A A/A A/A A/A A/A 

６ 教職員の指導力の向上と 

         人材の確保 

教育センター 

教職員研修事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

７ 国際理解教育の充実 外国語教育等 

推進事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

３ 地域に根ざした 

教育の展開  

１ 家庭・学校・地域の連携 学校応援団事業 

 
A/A A/A A/A A/A A/A 

４ 家庭教育における 

           意識の向上 

アウトメディア 

推進事業 
  B/A B/B B/B 

健やかメディア 

推進事業 
B/A B/A    
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 公民館､図書館、歴史民俗資料館など、蕨市には多くの社会教育施設が設置されています。

各施設で市民による積極的な活動が展開されており、平成13年度の東公民館を皮切りに、

平成30年度までに公民館全7館が、文部科学大臣より｢優良公民館｣として表彰されるなど、

蕨市は生涯学習活動の盛んなまちです。 

 そんな公民館全７館で毎年開催されて 

いる地区生涯学習フェスティバルは、市 

民が日頃の活動の成果を発表する場とし 

て大きな役割を果たしています。 

その一方で、新たな利用者層の発掘や 

担い手の育成が課題となっています。ま 

た、令和６年度事務事業点検評価におい 

て、外部評価委員より、コロナ禍を経て 

単に従来の賑わいに戻るだけでなく、改 

めて事業の目的や参加形態を見直すこと 

の必要性を指摘されています。 

 これらの課題は、他の事業においても 

同様に改善が求められることから、各事業の役割を踏まえながら、より多様な世代や価値

観の人々に参加してもらえるよう、多角的に研究を進めていく必要があると考えています。 

     

【参考】令和２年度から令和６年度までの事務事業点検評価における評価結果（基本目標②に関する事業） 

施  策 施策の展開・主な取り組み 事 業 名 
外部委員評価/担当課評価（年度） 

R6 R5 R4 R3 R2 

１ 学習環境と 

学習機会の充実 

２ 多様な学習機会の提供 地区生涯学習 

フェスティバル事業 
B/B B/B B/B  A/A 

４ 図書館サービスの充実 図書資料の 

貸出（予約）事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

６ 家庭教育の支援 

 

家庭教育学級事業 

(子育て広場、 

子育て学級) 

A/A A/A A/A A/A A/A 

３ 青少年の活動機会 

などの充実 

１ 青少年の活動機会の充実 わらび学校土曜塾 

推進事業 
B/B B/B B/B  A/A 

２ 自然体験活動の充実 信濃わらび山荘 

管理運営事業 
A/A B/B B/B B/B A/A 

４ 芸術・文化 

活動の振興 

２ 芸術・文化活動の発表と 

  鑑賞機会の充実 

蕨市公募美術展覧会 

事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

音楽による 

まちづくり事業 

(蕨市民音楽祭) 

A/A A/A A/A A/A A/A 

５ 歴史・文化の 

保存と活用 

２ 歴史民俗資料館における 

  事業の充実 

特別展等開催事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

６ 人権・平和 

意識の高揚 

３ 市民の平和意識の高揚 平和事業 
A/A A/A A/A A/A A/A 

＜優良公民館表彰＞ 
 
文部科学省では、公民館のうち、特に事業内容・

方法等に工夫を凝らし、地域住民の学習活動に大
きく貢献していると認められる施設を優良公民
館として、毎年表彰しています。 

 

－蕨市の公民館の受賞歴－ 

●東公民館(H13年度)  ●下蕨公民館(H23年度) 

●西公民館(H24年度)  ●旭町公民館(H25年度) 

●南公民館(H26年度)  ●中央公民館(H27年度) 

●北町公民館(H30年度) 

※全国で約1万4,000館の公民館がある中、 

市内全公民館による受賞は快挙といえます。 

※中央公民館は､全国で5館のみの優秀館にも選出。 

※全国の公民館数は１万3,798館（文部科学省 

社会教育統計／R3年10月現在） 



第1 章【総論】 

11 

 

                                  

 健康づくりや生きがいづくりへの意識が高まっている中、蕨市でも、令和６年度の市民

意識調査において、80％以上の人が日頃から自分の健康に「気をつけている」または「あ

る程度は気をつけている」という結果となりました。一方、週１日以上スポーツをしてい

る人の割合は約50％となっており、健康づくりに関心があるにもかかわらず、なかなか体

を動かすことがない人が多くいることがうかがえます。こうした人々にも、正しい知識や

情報を提供し、スポーツに親しんでもらうことが課題となっています。 

【図表】｢令和６年度市民意識調査報告書｣健康づくり、運動・スポーツより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、令和６年度の事務事業点検評価においても、スポーツ協会をはじめとする各スポ

ーツ団体との連携とともに情報共有が課題として残されており、より効果的な周知方法の

確立が必要とされています。 

 施設面においては、平成29年に市民体育館の耐震補強等工事が完了、平成30年には錦

町スポーツ広場がリニューアルオープンし、グラウンドを人工芝化するとともに防球ネッ

ト、トイレ、夜間照明灯などを新設しました。また、平成27年からは公共スポーツ施設予

約システムが稼働しており、利用者の利便性向上に寄与しています。 

 これらの施設やシステムを、より有効に活用していただくためにも、それぞれのニーズ

に合わせた情報の提供が、これまで以上に重要となってくると考えています。 

      

【参考】令和２年度から令和６年度までの事務事業点検評価における評価結果（基本目標③に関する事業） 

施  策 施策の展開・主な取り組み 事 業 名 
外部委員評価/担当課評価（年度） 

R6 R5 R4 R3 R2 

１ スポーツ・ 

レクリエーション 

活動の推進 

２ 多様なスポーツ・ 

レクリエーション機会の充実 

スポーツ・ 

レクリエーション 

推進事業 

A/A A/A A/A B/B A/A 

２ スポーツ・ 

レクリエーション 

推進体制の充実 

１ 生涯スポーツを推進する 

  体制づくり 

公共スポーツ施設 

予約システム事業 
   A/A A/A 

２ スポーツ団体の支援と 

地域の人材活用 

スポーツ・レクリエー

ション団体支援事業 
A/A B/B B/B B/B A/A 
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現在の日本は、全国的に少子高齢化と人口減少が進行しています。 

 総人口は、平成20年頃をピークとして減少局面に入っており、令和２年の国勢調査では、

１億2,614万人となっています。今後もこうした傾向は続き、令和38年頃には、人口が１

億人を下回ると予測※されています。 

 また、同じく令和２年の国勢調査の総人口を年齢３区分別にみると、15歳未満人口は

11.9％で、これまで一貫して減少しています。一方、65歳以上人口は一貫して増加して

おり、28.6％と、４人に１人を超えています。こうしたことから、少子化と高齢化が着実

に進行していることが分かります。 

 蕨市においても、65歳以上の占める割合は23.4%となっており、国の水準を下回って

はいるものの、緩やかに高齢化が進んでいることがうかがえます。 

 このような、少子高齢化と人口減少の進行に伴う人口構造の変化により、社会経済活動

の担い手の減少や社会保障の問題などが顕在化し、若い世代にも将来への不安感が広まっ

ています。 

 こうした状況の中、誰もが社会的に自立し、生涯にわたって様々な分野で持てる力を最

大限に発揮することが求められています。 

※国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」令和５年推計による 

 

            

 ＩＣＴの発達に伴い社会のデジタル化が進み、日常生活における活用機会も日々拡大し

ています。その一方で、ネットいじめやネットワーク犯罪などＩＣＴの発達に伴う問題へ

の対応も課題となっていることから、今後も、情報セキュリティの確保や、メディアリテ

ラシーの育成が必要となります。 

こうした中、人工知能（ＡＩ）やＩｏＴ（Internet of Things）などの技術革新の急速

な進展による超スマート社会（Society5.0）が到来しつつあり、今後はこうした先進技術

を活用し、課題発見や解決を図る力を養うことが求められています。 

また、グローバル化の進展により、人・情報・経済・文化などの交流が活発化していま

す。このような状況に対応するために、語学力のほか、リーダーシップをとるために必要

となる交渉力やコミュニケーション能力を有し、世界的に活躍できる人材の育成などが求

められています。 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・ＩＯＴ ・メディアリテラシー 
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 2015（平成 27）年に国連は、2030（令和 12）年までに持続可能でより良い世界を

目指し、地球上の誰一人取り残さないことへの決意を示した SDGｓ（持続可能な開発目標）

を採択し、これらの動きを受け、わが国でも、2050（令和 32）年までに温室効果ガスの

排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルを目指す宣言や、ＳＤＧｓを実現する

ための取組の推進が国・地方自治体において行われ、持続可能な社会の構築が進められよ

うとしています。 

  

 

インターネットをはじめとした情報通信技術の革新的発展により、人々の働き方や日常

生活にも大きな変革が生じています。 

総務省によれば、ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）とは「ＩＣＴの浸透が

人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させること」とされており、世界各国にお

いて国をあげた取組が推進されています。 

 

                

全国的に、核家族化やライフスタイルの多様化などにより、地域社会との結びつきが弱

まり人間関係が希薄化するなど家庭を取り巻く環境が変化しており、子育てに不安をもつ

保護者も多く、地域全体で家庭教育を支えることが重要です。こうした状況に対応するた

めにも、市民一人ひとりが主体的に社会に関わり、ともに支え合っていくことが求められ

ています。 

 

                   

 学習指導や部活動のほか、保護者や地域との連携など、学校や教職員に期待される役割

が、これまで以上に大きくなっています。それに伴い、教職員の負担の増大による勤務の

長時間化が、社会的な課題として指摘されています。 

ＩＣＴ機器や校務支援ソフトを活用した業務の改善・効率化、教職員の知識・技能の向

上のほか、健康で活力をもって教育活動に従事できる環境整備が求められています。 

 

  

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・ＳＤＧｓ ・カーボンニュートラル 
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 蕨市は、埼玉県の南部、東京都心から約20km圏内に位置する、市域面積5.11km2の日

本一小さな市です。また、そのコンパクトな市域の中に約76,000人が暮らす、日本一人

口密度が高い市でもあります。 

 江戸時代には、中山道の宿場町（蕨宿）として栄え、明治22年に、町村制の実施に伴い、

蕨宿と塚越村が合併して蕨町が誕生しました。そして、戦後の昭和34年に、市制を施行し、

蕨市が誕生しました。 

 令和元年に、市制施行60周年を迎えた蕨市は、地域のコミュニティ活動や防災・防犯に

も力を入れており、市民参画・協働によるまちづくりの理念の下、さまざまな取り組みを

展開することで、魅力あるまちづくりを進めています。 

 

               

 蕨市立北小学校は、県内で最も古い小学校の一つで、その前身である蕨郷学校が、明治

３年、下蕨に開設されました。この歴史と伝統を受け継ぎ、蕨市には、現在、小学校７校、

中学校３校の合計10校の市立の小・中学校が設置されており、各校とも特色ある学校づく

りを目標に、教育活動を進めています。 

 市内の児童・生徒数は、ここ10年間緩やかに増加傾向にあり、特に外国籍の児童・生徒

は増加しています。そのような中、日本語指導加配教員による日本語指導や蕨市教育セン

ター日本語指導員による日本語指導、統括相談員や教育相談員による教育相談など、蕨ら

しい教育を目指し、きめ細かな学校教育活動を展開しています。 

 また、令和元年度より「いじめ未然防止ワーキンググループ」を発足し、いじめの無い

学級、学校づくりを推進するために、ライフスキルの手法を用いた授業プログラムの開発

や、いじめの早期発見のための学校生活アンケートの実施等、いじめを未然に防ぐアプロ

ーチを市全体で取り組んでいます。 
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＜蕨市小・中学校一覧＞ 

学校名 創立年  学校名 創立年 

東 小 学 校  明治11年  第一中学校 昭和22年 

西 小 学 校  昭和24年  第二中学校 昭和28年 

南 小 学 校  昭和25年  東 中 学 校 昭和35年 

北 小 学 校  明治03年    

中央小学校  昭和29年    

中央東小学校 昭和42年    

塚越小学校  昭和45年    

 

＜蕨市の児童・生徒数の推移＞  

【図表】過去10年間における児童・生徒数の推移（各年度５月１日現在／人） 

区分 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 

児童数 
(小学校) 2,871 2,904 2,978 3,027 3,076 3,099 3,153 3,152 3,203 3,215 

生徒数 
(中学校) 1,403 1,369 1,334 1,325 1,305 1,316 1,348 1,392 1,411 1,425 

資料：学校教育課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図表】昭和34年以降の児童・生徒数の推移  
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 コンパクトな市域に、７つの公民館をはじめ、図書館、歴史民俗資料館など、多くの社

会教育施設があり、それぞれが市民の活動拠点であるとともに、芸術・文化に触れ合う場

所として、活発な活動を実施しています。そうした生涯学習活動の輪が広がった結果、前

述のとおり、全７館が文部科学大臣より「優良公民館」として表彰されているほか、平成

25 年度には、図書館も「子どもの読書活動優秀実践図書館」として文部科学省から表彰を

受けるなど、蕨市は、県内においても生涯学習活動の盛んなまちとして認識されています。

さらに、近年は、「音楽によるまちづくり推進事業」により、音楽を中心とした芸術文化の

振興とともに、まちの魅力発信やにぎわいの創出を図っています。 

 一方で、青少年の健全育成にも力を入れており、自然体験活動をはじめ、放課後子ども

教室や少年センターなどを家庭･学校･地域･行政の連携･協力により、運営しています。 

 また、蕨市は、「成年式発祥の地」として全国的に知られています。終戦翌年の昭和 21

年、戦後の虚脱状態にあった若者を励まそうと、当時の蕨町青年団が発案した青年祭の中

で「第１回成年式」が開かれました。これは、昭和 23 年に制定された「成人の日」の基

となった事業であり、蕨市では現在も、「成年式」の名称で新成人をお祝いしています。な

お、民法の一部改正により、令和４年４月１日以降は、成年年齢が 18 歳となりましたが、

成年式は、単に法律上の成人をお祝いするだけの行事ではなく、先人たちの思いを受け継

いできたものであること、18 歳で全ての権利が現在の成人と同等に認められる訳ではな

く、20 歳は引き続き重要な節目であり続けること、多くの 18 歳にとって、受験勉強や就

職活動など将来に関わる大切な時期であり、この時期の式典開催には、教育的配慮が必要

であることなどから、蕨市では、引き続き、20 歳を対象に成年式を開催していくこととし

ています。 

 

 

【図表】蕨市成年式参加人数推移(人・％) 

開催年度  該当者 出席者 出席率 

令和２年度 ※75 回 新型コロナウイルスにより令和 3 年度に延期 

令和３年度 
※75 回 771 名 316 名 41.0% 

76 回 649 名 407 名 62.7% 

令和４年度 77 回 613 名 409 名 66.7% 

令和５年度 78 回 660 名 395 名 59.8% 

令和６年度 79 回 646 名 353 名 54.6％ 

資料：生涯学習スポーツ課 

 写真は第一国民学校（現在の北小学校） 

第１回成年式 
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＜蕨市の主な社会教育施設一覧＞ 

施設名 開館年  施設名 開館年 

中央公民館 昭和25年  市 立 図 書 館 昭和26年 

東公民館  昭和37年  歴史民俗資料館  平成02年 

西公民館  昭和34年  歴史民俗資料館分館 平成15年 

南公民館  昭和34年  文化ホールくるる 平成22年 

北町公民館 平成10年  市 民 会 館  昭和49年 

下蕨公民館 昭和43年    

旭町公民館 昭和37年    
 
 

【図表】主な社会教育施設の利用者数等の推移（延べ人数／人） 

利用区分 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

公民館利用者数 129,285 163,634 180,801 

図書館年間貸出利用者数 113,544 107,576 102,164 

歴史民俗資料館来館者数 26,729 32,379 31,744 

   ※令和3～５年度は新型コロナウイルス感染症対策のため、利用制限を行っている 
期間があります。 
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 蕨市では、市民の心と体を健やかに保ち、スポーツを通じた人と人とのつながりの醸成

を目指し、生涯スポーツの推進に取り組んでいます。市内では、各地域においてスポーツ・

レクリエーション活動が盛んに行われており、市民ロードレース大会や市民水泳大会、各

種スポーツ教室のほか、各スポーツ関係団体の活動にも、子供から高齢者まで多くの市民

が参加しています。 

 また、スポーツ関係団体や指導者の養成・支援にも力を入れており、中でも、県下有数

の歴史を誇る、蕨市スポーツ協会（昭和５年の設立当時の名称は蕨町体育会・令和３年に

蕨市体育協会より名称変更）をはじめとする各団体が、自主的な活動により、市民がいつ

でもスポーツを楽しめ、家族・地域との触れ合いを大切に、生涯スポーツの振興を図る環

境づくりに努めています。 

今後も、スポーツを楽しみながら個人の健康増進・保持に努め、スポーツを通して生涯

学習の推進及びまちづくりの発展に寄与できるよう、各種の取り組みの充実などに努めま

す。 

 

＜蕨市の主なスポーツ施設一覧＞ 

施設名  施設名 

市 民 体 育 館   市民公園ランニングコース 

富士見公園内野球場   大荒田ランニングコース 

富士見第２公園内庭球場  富士見ランニングコース 

塚 越 公 園 内 野 球 場   市民プール (中央・塚越 ) 

錦 町 ス ポ ー ツ 広 場    
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 蕨市の教育の目指す姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

生きる力を育み ともに学び 
未来を拓く蕨の教育 

Ⅰ 確かな学力と豊かな人間性をもち 

たくましく生きる子供の育成 

Ⅱ 交流の輪を広げる 

生涯を通じた学びの支援 

① 学びあい高めあう学校教育の充実 

② 生涯学習を支える社会教育の充実 

③  

共通の視点 

次の2点を計画全体に共通する視点として各施策に反映します 

①持続可能な開発目標（SDGｓ）の実現に向けた教育の推進 

②教育デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 
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蕨市教育委員会では、第２期計画の実現に向けて、未来を見据えながらさまざまな施策

に取り組んできました。第３期計画では、各施策の継続性を踏まえ、次のとおり、第２期

計画で掲げた基本理念を継承して、教育の振興に取り組むものとします。 

 

 

 

 

これまで蕨市では、市民と市民、市民と行政とがお互いに協力し合うまちづくりを進め

るとともに、生涯学習を推進し、その学習成果が「人づくりやまちづくり」に生かされ、

市民が主体的にまちづくりに参画できる「生涯学習のまち蕨」を築いてきました。このこ

とは蕨市にとって大きな財産であることから、今後も、これまでの姿勢を継続し、全ての

市民が生涯を通じ学びあえる環境づくりを進めることが大切であると考えます。 

 

そのような中、現在の子供たちが社会を担うことになる未来は、グローバル化や少子高

齢化など、環境が大きく変化することが想定され、我が国や蕨市の未来を担う人材を育成

する教育の使命はますます重要となっています。 

 

そこで、社会がどのように変化しようとも、特に、子供たちが自らの力で人生を切り拓

いていくために必要な「生きる力」を育てたいと考えます。そして、人と人とのつながり

を大切にし、学びを通して「自己肯定感」を育み、夢や志を持って幸福な生涯を実現する

とともに、社会で役割を果たすことのできる人を育成することを目指します。 

 

また、人を育てるには、学校だけでなく、家庭・地域を含めた社会全体が一体感を持ち

協力することが必要です。子供も大人も生涯を通じた学びの中で、互いが助け合い、成長

し合うことにより、「人が育ち、まちが育つ“蕨”」でありたいと願います。 

 

     

情報化や技術革新、グローバル化等により予測を超えて加速度的に進展すること
が予想される中、学校教育には、子供たちに、このような変化の激しい社会を生き
るために必要な力である「生きる力」を育成することが求められています。 

 
文部科学省では、新しい時代を生きる子供たちに必要な３つの力を、 
①学んだことを人生や社会に生かそうとする学びに向かう力、人間性など 
②実際の社会や生活で生きて働く知識及び技能 
③未知の状況にも対応できる思考力、判断力、表現力など 

としており、これらをバランスよく育むことが大切であるとしています。 
 

（文部科学省ホームページ「学習指導要領『生きる力』」より抜粋）  

 

 

 

生きる力を育み ともに学び 未来を拓く蕨の教育 

【生きる力】 
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基本理念を踏まえ、施策を実施していくにあたり、次の２つの基本方針を掲げて取り組

みます。 

 

                                     

 

 

 

子供たちに、「生きる力」を支える確かな学力や豊かな心、健やかな体など、社会的に自

立して生きていくための基礎となる力を育む教育を推進します。 

また、基礎・基本を確実に身に付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動する

ことにより問題を解決する力を養います。 

さらに、他者と協調し、他者を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性を育み、自

分の命と同様に全ての命を大切にできる心を育てます。 

そして、子供たちがたくましく生きるためには、自分を大切に思える心や感情をコント

ロールする力、健康や体力を保持・増進する力を身に付けることが必要です。 

 蕨市の子供たちが、豊かな人間関係の中で「生きる力」を育み、将来、幸福な生涯を送

り、社会に貢献することを願い、学校・家庭・地域の連携を進め、次代を担う子供たちの

育成と学びの支援に取り組みます。 

 

 

                                     

                                     

                                     

                                     

一人ひとりの心の豊かさ、生きがい、人と人とのつながりを醸成するため、市民の主体

的かつ自主的な学習・スポーツ活動を充実させるとともに、誰もが生涯を通じて自由に学

び、その成果を地域活動に生かせる環境を創出します。 

さらに、「生涯学習社会」の実現のため、個人の生涯学習活動の成果を地域で生かし、ま

ちづくりに寄与していくための仕組みを構築します。 

 

※生涯学習社会：人々が生涯のいつまでも自由に学習機会を選択して学ぶことができ、

その成果が社会において適切に評価される社会のこと。 

 

 

Ⅰ 
確かな学力と豊かな人間性をもち 

たくましく生きる子供の育成 

Ⅱ 
交流の輪を広げる 

生涯を通じた学びの支援 
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基本理念及び基本方針を踏まえ、今後５年間に取り組む教育行政の３つの基本目標は次

のとおりです。 

 

 

① 学びあい高めあう学校教育の充実  

  

   少子高齢化や核家族化などが進む中、生涯にわたって自己実現を目指す自立し 

た「生きる力」を持った人間を育成するために、蕨市ならではの魅力ある教育活 

動を展開し、学校教育の各取り組みの充実を図ります。 

そのために、蕨市全体の学校教育の目標のほか、各学校における教育目標を定 

め、一人ひとりを確実に伸ばす教育を徹底します。 

また、社会状況に応じた情報教育や環境教育、国際理解教育等を推進します。 

さらに、各学校の創意工夫により特色ある教育活動を展開し、小学校での教科 

担任制の推進や少人数学級の推進、支援員の配置などにより学校生活や学習支援 

の充実を図るとともに道徳教育や福祉教育、ボランティア体験などを通して豊か 

な心と健やかな体を育む教育に取り組みます。 

一方で、計画的・継続的な人材育成により教職員の資質の向上を図るとともに、 

快適な学習環境を確保するための学校施設の整備など、学習指導要領に対応した 

学習環境の充実に努めます。 

コミュニティ・スクールにより、学校や家庭、地域の連携を深めることで地域 

に根ざした学校づくりを推進しつつ各取り組みを総合的に進め、それぞれが持つ 

力を存分に発揮することで「知・徳・体」の調和のとれた、児童・生徒を育成す 

ることを目指して、学びあい高めあう学校教育の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 73ページへ 
・学習指導要領 

 



第1 章【総論】 

23 

 

 

 

② 生涯学習を支える社会教育の充実 

  

 社会の大きな変化に対応し、心の豊かさ、生きがい、人と人とのつながりを醸 

成していくため、市民の主体的かつ自主的な学習活動を支える社会教育を充実し、 

市民一人ひとりが生涯を通じて自由に学び、その成果を社会参加活動に生かせる 

ような環境づくりを推進します。あわせて、芸術・文化団体等の活動を支援し、 

かつ歴史・文化資源の保存と活用を図ることで、蕨らしい文化の薫るまちを目指 

します。 

また、未来を担う青少年が健やかに成長できるように、家庭や学校、地域が連 

携して青少年を見守るとともに、社会参加や地域活動の機会を充実させ、さまざ 

まな体験学習ができる環境を整えます。 

さらに、社会が複雑化・多様化する中で、市民がお互いを尊重しながら、安心 

して暮らせるように、あらゆる機会を活用して人権意識の高揚を図るとともに、 

平和を愛する心を醸成します。 

 

 

 

 

③ どこでもだれもが親しめる生涯スポーツの充実  

  

 健康意識の向上とともに、スポーツ・レクリエーション活動への関心が高まっ 

ており、体を動かすことで得られる喜びや満足感、人との触れ合いで得られる連 

帯感は、生涯にわたる健康づくりや生きがいづくりに欠かせない要素となってい 

ます。 

そのため、スポーツ・レクリエーションに関する情報が容易に入手できる仕組 

みの構築や、施設利用の利便性の向上を図り、気軽に活動ができる環境を整備し 

ます。 

  また、スポーツ関係団体への支援や指導者の養成を促進するとともに、多様な 

活動の機会の充実を図ることで、市民だれもが生涯にわたって、主体的に取り組 

み、親しめる環境づくりを進めます。 
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